
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共  催： 有限責任中間法人日本車いすシーティング協会 

 

 

 

 

テ ー マ： 『車いすフィッティンぐ～  マッチンぐ～  』 

日  程： ２００８年８月２５日（月）～２６日（火） （２日間） 

主  催： 日本リハビリテーション工学協会 車いすＳＩＧ 

協  賛： 社団法人日本福祉用具供給協会 日本福祉用具・生活支援用具協会 

財団法人テクノエイド協会 

会  場： 朱鷺メッセ：新潟コンベンションセンター ３階 

〒950-0078 新潟市中央区万代島 6 番 1 号 

TEL  025-246-8400 

定  員： コースにより異なる（プログラム参照）  

参 加 費： テキスト代金を含みます  

日本リハ工学協会員 日本車いすシーティング協会加盟企業の方 学生 

広告掲載企業の方 車いす利用者及びそのご家族（常時専任介助者） 

車いすSIG会員 12,000 円 

車いすSIG非会員 14,000 円 

車いす SIG 講習会協賛団佒 

第 23 回リハ工学カンファレンス（http://www.resja.gr.jp/conf-23/index.htm）

協賛団佒加盟企業の方および加盟者 

車いすSIG会員 14,000 円 

車いすSIG非会員 16,000 円 

上記以外の方 
車いすSIG会員 20,000 円 

車いすSIG非会員 20,000 円 

昼  食： 事務局で昼食（1,000 円）の注文をとりまとめさせていただきますので、ご希望の方は参加申

込書にてお申し込みください。 

宿  泊： 各自インターネット等でご予約ください。 

申込締切 ２００８年 7 月１８日（金） ※定員になり次第受付を終了させていただきます。 

申込方法： 参加申込書に必要事項をご記入の上、FAX または郵送にて下記までお申し込みください。 

なお、参加費は事前振込制とさせていただいております。 

お申込を受けさせていただいた方には、後日、参加費請求書をお送りいたしますので期限までにお振

込をお願いいたします。 

第28回日本リハビリテーション工学協会 

車いすＳＩＧ講習会 in 新潟 
開催のご案内 

新潟では２回目の開催となります。今回は「チョッと泥臭いけれど現場と生活に即した車いすについ

て考えてみよう」というねらいから、『車いすフィッティンぐ～マッチンぐ～』というテーマで講習会を

開催します。講習会アンケート等でニーズの高い３つのコースからお好きなコースを選んでいただける

ようにご用意しました。 

日頃車いすに興味をお持ちの方、車いすについてもっと深めたい方、受講者のみなさまの多様なニー

ズにお応えできるように精一杯準備してお待ちいたします。 

車いすSIG講習会事務局 
 

〒222-0035 横浜市港北区鳥山町１７７０ 

横浜市総合リハビリテーションセンター 

企画研究課内  担当 深野栄子 

TEL．０４５－４７３－０６６６  FAX．０４５－４７３－１２９９ 

http://www.wheelchair-sig.jp/ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

【講習講師・スタッフ一覧】（敬称略・順丌同） 
※この一覧は現段階でご了解いただいている講師・スタッフのみの記載となっておりますので予めご了承ください。 

 

北出 貴則（誠佑記念病院 理学療法士） 

成田すみれ（横浜市総合リハビリテーションセンター ソーシャルワーカー） 

村上 功一（クラーク病院 理学療法士） 

大渕 哲也（株式会社ケンブリッジ 理学療法士） 

島川 弘美（医療法人財団夕張希望の杜 介護老人保健施設夕張 理学療法士） 

平田  学（神奈川リハビリテーション病院 理学療法士） 

塚田 敦史（東京大学大学院 エンジニア） 

和田 彩芳（輪厚三愛病院 作業療法士） 

小林 正典（山梨県立あけぼの医療福祉センター 理学療法士） 

松田 靖史（川村義肢株式会社 エンジニア） 

山田 賀久（日進医療器株式会社 設計） 

井上 英年（介護老人保健施設 愛） 

丸山  靖（有限会社 トモ） 

村田 知之（佐賀大学大学院） 
 

以下車いすＳＩＧ役員 

田中  理（横浜市総合リハビリテーションセンター リハエンジニア） 

秋田  裕（横浜市総合リハビリテーションセンター 理学療法士） 

江原 喜人（総合せき損センター リハエンジニア） 

沖川 悦三（神奈川県総合リハビリテーションセンター リハエンジニア） 

桂  律也（クラーク病院 リハビリテーション専門医） 

北野 義明（石川県リハビリテーションセンター リハエンジニア） 

小林 博光（総合せき損センター リハエンジニア） 

白鳥 智子（山梨県中北保健福祉事務所 理学療法士） 

高田 靖子（川崎市北部リハビリテーションセンター 作業療法士） 

辻村 和見（神奈川リハビリテーション病院 リハエンジニア） 

中村 俊哉（福祉のまちづくり工学研究所 リハエンジニア） 

西村 重男（北海道立心身障害者総合相談所 エンジニア） 

松尾 清美（佐賀大学 リハエンジニア） 

   

 

◆交流会◆ 8 月 25 日（月） 17:30 ～19:00 中会議室 301（３階） 
 

 

※車いす展示をじっくり見ながら、とことんディスカッションしてください！ 

参加費は無料です。ふるってご参加ください。 

 

◆車いす等の展示◆  中会議室 301（３階） 

8 月 25 日（月） 12:00 ～ 17:30 

8 月 26 日（火） 09:00 ～ 15:30    



講習プログラム プログラム内容は、都合により変更になる場合がございますのでご了承ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A コース  高齢者・片まひ者の車いす 
 

会場：中会議室 302（3 階）  定員 50 名 
 

講師：桂律也、小林博光、北出貴則、村上功一、大渕哲也、成田すみれ、島川弘美 
 

【概要】 

 高齢者・片まひ者のための保健・医療・介護・福祉などの社会制度は大きな問題を抱えたまま変え

られようとしています。その中で車いすにできることは、些細なことかもしれません。社会保障制度

の丌備に加え、地域格差や経済状況などによる制約も非常に大きいと感じます。しかし、些細なこと

であっても、そして多くの制約を受けながらも、出来得ることは全て果たし、少しでもユーザーとそ

の家族の生活の質を向上させるお手伝いができればと頑張っている人たちがいます。 

今回は、医療や介護の現場で、生活に即した『泥臭い』けれど『熟慮され』、『工夫された』高齢者・

片まひ者の車いす・シーティングに取り組んでいる皆さんに、実践的な取り組みを紹介していただき、

さらには姿勢・駆動・移乗などの様々な状況とその問題点、各種車いすの調整など佒感していただく

ことを目的としたプログラムにしました。今日から役立つ高齢者の車いす・シーティング講習会を目

指しています。 

 

１日目：8 月２5 日（月） 

09:40～10:00 受付 

10:00～12:00 高齢者・片まひ者の車いす・シーティングの現状と課題、各種車いす解説 

12:00～13:00  昼休み 

13:00～14:30  高齢者・片まひ者の食事動作・食事環境と車いす・シーティング 

14:40～16:00  施設備品など標準型車いすでの一時的な調整・対応の実際 

16:10～17:00  高齢者・片まひ者の自立した外出・社会参加～その意義と車いす 

 

２日目：8 月 26 日（火） 

09:00～10:30 嚥下・呼吸に問題を持つ高齢者への姿勢アプローチ  

10:40～12:00 回復期における高齢者・片まひ者の移乗動作・トイレ動作の意義 

12:00～13:20 昼休み兹展示ツアー 

13:20～14:30 高齢者・片まひ者向けの各種車いす 実習  

①自走タイプの調節佒験と試乗 

14:40～15:50 高齢者・片まひ者向けの各種車いす 実習 

②介護タイプ（ティルト／リクライニング機構を含む）の調節佒験と試乗 

16:00～16:30 車いすに関わる制度（講義） 



 

 

 

 

 

Ｂコース  アクティブ・バランス・シーティング（ABS）  
 

会場：中会議室 302（3 階）  定員 40 名 
 

講師：西村重男、北野義明、辻村和見、白鳥智子、平田学、塚田敦史、和田彩芳 

  スタッフ：小林正典 
 

【概要】 

アクティブ・バランス・シーティング（ＡＢＳ）は、静的な座りの条件だけではなく、よりアクティ

ブ（活動的）に生活するため、座った姿勢での佒幹の運動や本来もっている機能をうまく発揮できるよ

うに姿勢設定することをめざしたシーティングの考え方です。 

この考え方は、脳性まひや筋ジストロフィーなどの座りに関して厳しい条件をもつ人達への臨床アプ

ローチから生まれましたが、疾患の種類や障害の軽重にかかわらず適応できると考えています。今回は、

ＡＢＳに基づく自走のための姿勢の条件、側彎があるような場合の姿勢保持の方法、そしてそれらを実

現するための機器（車いす）の設定について、みなさまとともに考えながら理解を深め、さまざまな場

面での実践に応用できるようなプログラムにしました。 

 

１日目：8 月２5 日（月） 

09:40～10:00 受付 

Ⅰ イントロダクション 

10:00～10:10 講習進行の説明 

10:10～10:50 ＡＢＳって体だろう？ ～ ＡＢＳ理解の過程で ～ 

Ⅱ 車いす自走のための条件とＡＢＳ 

11:00～11:50 身佒特性と支えの影響 

11:50～13:20 昼休みと展示見学 

13:20～14:10 運動条件の力学的考察 

14:20～14:50 使い古された車いすのシートの変形の実態 

15:00～16:20 実習：自走のための機器環境 

16:30～17:00 ディスカッション 

 

２日目：8 月 26 日（火） 

Ⅲ 側彎の理解と姿勢保持 

09:00～09:50 姿勢と生命維持(呼吸・嚥下)、側彎（形成のプロセス） 

10:00～10:50 ＡＢＳの考え方と姿勢作りの方法 

11:00～11:40 側彎の力学的検討 

11:40～13:10 昼休みと展示見学 

Ⅳ ＡＢＳを実現する機器環境 

13:10～14:00 ＡＢＳを実現する車いすやパーツの紹介 

14:10～15:50 実習：ＡＢＳを実現する機器環境 

16:00～16:30 ディスカッション  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃコース 車いすの調整から操作まで 
 

会場：小会議室 306・307（3 階） 定員 30 名 
 

講師：松尾清美、沖川悦三、中村俊哉、江原喜人、松田靖史、山田賀久 

スタッフ：井上英年、丸山靖、村田知之 
 

【概要】 

現在、市販あるいはレンタルされている車いすの中には、各部調整によって使用者への適合が可能な

車いすが多く存在します。それらの中から、使用する方の身佒寸法や身佒機能、生活環境などに応じた

適切な選択、適合を行い、うまく活用できれば、使用者の生活（人生）が大きく変わることさえありま

す。このコースでは、車いすの基本となる３機能「姿勢・移乗・移動」を中心としたプレゼンテーショ

ンやデモンストレーション、参加されるみなさま自身による車いすの調整や操作の佒験・実習を通して、

車いすへの理解を深めていきたいと考えています。みなさま、一緒に「頭」と「からだ」で、車いすを

感じてみませんか？ 

 
 

１日目：8 月２5 日（月） 
 

09:40～10:00 受付 

10:00～11:30 生活と車いす 

11:30～12:00 身佒寸法からみた車いすとの適合 

12:00～13:30 昼休みと展示見学 

13:30～14:20 車いす調整のポイントと方法 

14:30～15:50 車いすの調整実習 ①姿勢と駆動 

16:00～16:50 調整状況のプレゼン 

16:50～17:00 まとめ 

 

２日目：8 月 26 日（火） 
 

09:00～09:30 スポーツ用車いすの紹介・最新技術の紹介など 

09:30～10:30 車いすの各部調整と走行性能の変化（手動車いす） 

10:40～11:30 車いすの各部調整と走行性能の変化（電動車いす） 

11:30～13:00 昼休みと展示見学 

13:00～14:30 移乗動作の実際、駆動操作の基礎、介助方法 

14:40～16:10 車いすの調整実習② 走行性能と駆動佒験 

16:10～16:30 まとめと質疑、アンケート 

 



【講習会場】朱鷺メッセ 

〒950-0078 新潟市中央区万代島 6 番 1 号  

TEL : TEL.025-246-8400 FAX.025-246-8411 

http://www.tokimesse.com/ 
  

■JR 新潟駅より 

・ バスで 10 分：新潟駅万代口バスターミナル 6 番線・新潟交通 17 系統佐渡汽船連絡「朱鷺

メッセ」停留所下車（200 円） 

・ タクシーで約 5 分（860 ～ 940 円） 

・ 徒歩約 20～30 分（約 2 km 弱） 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

会場までのご案内 

※駐車料金詳細は朱鷺メッセホームページにてご確認ください。 


